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SPring-8ユーザー協同体（SPRUC）四季報 
 

SPring-8ユーザー協同体（SPRUC）会長 
関西学院大学 理工学部 

水木 純一郎 
 
 
 前回のSPRUC四季報以降、施設や今後のSPRUC
の活動にも大きくかかわるイベントとして、SPRUC
第1回BLsアップグレード検討ワークショップ（WS）
を開催しました。今号では、本 WS を中心に記述い
たします。 
 
1. WSの趣旨 
 SPring-8 はこれまでに世界のフロントランナーと
して放射光科学を牽引する役割を果たしてきただけ
でなく、近年は産業界が抱える課題解決に繋がる成
果も増加し、社会貢献においても重要な役割を担っ
ています。また、昨年から今年2月にかけて、SPrin
g-8の中間評価が行われました。一方、国内に目を向
けたら、次世代放射光施設として軟X線向け高輝度3
 GeV 級放射光源の建設がいよいよ動き出しました。
このような状況を背景に、SPring-8シンポジウム20
17、2018、及び、BL 高性能化検討作業部会で SPri
ng-8 で BL の在り方について議論され、既存の分類
にとらわれず、（1）既存計測の自動化・汎用化、（2）
既存計測の技術の高性能化による科学・技術の連続
的発展、（3）既存技術では実現できない新しい計測
技術による革新的な理工学の開拓、の 3 つの視点で
の検討が始まったことは、すでに第1回目のSPRUC
四季報で書きました。SPring-8 でカバーすべき研究
対象についても具体的に検討する段階となり、施設
側ではSPring-8-IIも見据えながら､共用・理研・専用
施設を含む BL 全体の再編の議論が始まっています。
SPRUCとしては、技術開発動向を十分理解したうえ
で、ユーザーの要望を施設側に伝える必要がありま
す。一方、施設側としても利用者の総意をまとめら
れる SPRUC からのニーズのインプットを必要とし
ています。このため、SPRUC会員全体で施設側の情
報を共有し、議論の場を設けることを目的としてWS

を開催いたしました。今回は、SPring-8 の施設側か
ら検討状況や関連施設の動向の情報提供を受け、深
い議論に必要な情報交換を行うことを主目的といた
しましたが、SPRUCとしてもユーザーが今後の研究
のために必要としている技術や要望をまとめるため
に事前アンケートを実施し各研究会にまとめていた
だきました。アンケートの内容は、（ア）今後、新た
に導入すべき計測技術、計測手法等とそれを必要と
する理由、（イ）新しい光源を用いて実施できる新し
いサイエンスの展望とそれに必要な BL についての
提案です。各研究会がまとめられたアンケート内容
は、WSホームページ（http://www.spring8.or.jp/ja/
science/meetings/2019/190325/）で公開しています。 
 
2. プログラム内容 
 プログラムの詳細や当日の具体的な討論内容は、
田中義人行事幹事（兵庫県立大）からの報告があり
ますのでそれをご覧いただきたいと思います。ここ
では、分野融合研究に関連してプログラムの一部を
ご紹介いたします。現在、分野融合研究は 2 つ進行
していますが、もう少し増やせないものかと思案し
ています。将来の SPring-8 での研究を考えるこの
WS においても分野融合研究を考える足掛かりとす
るためにプログラムの中に、「放射光科学とインフォ
マティックス」をテーマとするブロックを設け、石
井信教授（京都大）から、「計測と情報科学の融合に
よる新しいサイエンスの展望」と題する招待講演を
していただきました。さらに、SPring-8 で本テーマ
に関して研究を実施されている水牧仁一朗氏（JASRI）
からもご講演をいただきました。これらの講演とそ
の後の質疑応答を通して、私個人としましては、
SPring-8、SACLAの先端計測技術と情報科学・統計
数理が連携・融合することによって新しいサイエン
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スが展開されていくものと確信いたしました。 
 WS 期間中には顧問会議も開催しましたので報告
いたします。WSには、松井純爾氏（放射光ナノテク
センター）、月原冨武氏（兵庫県立大）、福山秀敏氏
（東京理科大）の 3 名の顧問の先生方がご参加くだ
さいました。すでに総会等でご報告していますが、
2018 年度から利用委員会の顧問の先生方の学識を
SPRUC 全体のために生かしていただくために会長
の諮問機関として新しく顧問会議を設置いたしまし
た。会議の中で、学術界、産業界の区別なく研究テ
ーマベースの研究会や意見交換の場をつくることが
世界に誇る成果創出には必要で、そのような機会を
つくるのが SPRUC の役割であるとのアドバイスを
受けました。J-PARCではそのようなことを目的とし
て、手法とサイエンスの縦糸と横糸を整理して意見
交換の場をつくるサイエンス・プロモーション・ボ
ードが設置されたことが紹介されました。SPRUCと
しても考えてみたいと思います。またこれと関連し
て、現在別々に開催されているSPring-8シンポジウ
ムとSPring-8産業利用報告会の合同開催の可能性が
議論されました。これは、最近、文科省ホームペー
ジで公開された「大型放射光施設（SPring-8）及びX
線自由電子レーザー施設（SACLA）中間評価報告書」
（http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/g
ijyutu2/089/shiryo/__icsFiles/afieldfile/2019/02/1
8/1413644_001.pdf）において、「4. 今後の重点的
な課題及び推進方策」の中で、「SPRUC と SPring-8
利用推進協議会の統合を含むユーザーコミュニティ
を有効活用する仕組みを導入する。」と記述されてい
る課題とも関係していると考えています。 
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